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繍 ジブチ共和国海上輸送力増強計画

40m 型フ ェ リー の弓

1．は じめに

　 国 土 がタ ジ ュ ラ 湾 を 囲ん で 南 北 に分か

れて い るジ ブチ共和国で は、首都 と北部

地域の道 路輸送網がL］岳地 帯のた め 発達

して お らず、北部地 域 と南部の 経 済格差

が同国の 懸案事項の ひ とつ で した。ジ ブ

チ国政府は、南北経済格差の是正 と北部

住民 の 民 生 の 改 善の た め、1981 年、ド

イ ツか ら供与されたフ ェ リ
ー

ボ
ー

トで、

ジ ブチ 港を基点と して 対岸の タ ジ ュ ラ 、

オ ボッ ク へ 週 2 回ず つ の 振 り 子 配 船を開

始 し、住民 及 び車両 等貨物輸送をお こ

な っ てき ました。

　
t
：　

　 しか し、同 フ ェ リ
ー

が老朽化の た め、

2004 年 7月か らは フ ェ リーの老 朽 化 に

よ り運航 を 停止 し、南北 間 の輸 送 需要 に

応 え られ な くな り、北部地 域 は深 刻な 水、

燃料等の 生 活物資の 輸送 力不足 に直面 し

て、今の 物資 輸送 には不 向 き なか つ 運 賃

の 高 い、ダ ウ船等 の 民 間の 船舶 輸 送及 び

非効率な 道路輸送 に依存せ ざる を 得な い

状況にあ りま した。

　 こ う した背景の 下、安 価 で安 全 な定 期

フ ェ リーの復 活 によ り、社会 イン フ ラ と

して の交 通網 を整 備 し、人 ・物の ス ム
ー

ズな 移動 を促 す こ とに よ り、地 域 間の 経

済格差を是 正す る こと が緊 急の 課 題 とし

て、ジブ チ国か ら我が国 に対して 海上輸

送 力増 強 の 塢 の 無 償資 金 協力 が 要請 さ れ

ま した。

き渡し

2．基本設計調査お よび施工

　　監理

　その 後、JICA によ る2度の事前調査 を

経て、当 セ ン ターがJICAの 委 託 業 務 と

して72007 年 5月 か ら6月 に か け て 基 本

設 計調 査 を 実 施 し、そ れ に 基 づ ぎ、

40m 型 フ ェ リーボ
ー

トの 建造 が決定 さ

れま した。

　 フ ェ リーの 基 本設計は 当セ ン タ
ーが行

い、車両の 乗船、下船は船首ラ ン プ で 現

存の 傾斜岸壁 を 使う と い う港湾事情を考

慮した特殊船体形状を採用 しました 。 ま

た、フ ェ リーは 現地 で は平 穏 水域、かつ

日中運 航 を前 提 と した た め、宿 泊 設 備 を

持たな い仕様とな っ て いま す。その ため、

自力 によ る長 期 間 の大 洋航 海 に は不 向き

とな っ て お り、建造 地 の 日本 国か ら現地

ま で の 輸送 が 問題 とな りま した。タ グ

ボートに よ る曳航や、港づたい の 自力航

行 等 も検 討 され ま した が、最終的 に は重

量物運搬船によ る貨物輸送するこ と と し

ま した。こ の ク ラ ス の 船舶を4点吊りす

る こ とは 非常 に珍 し く、船体強度等十分

な検討がな さ れま した 。

　 造船 所 建造 中 の施 工 監理 を行 うに あた

り、当 セ ン ターはJICAの推薦を受 けて 、

ジブチ 共 和 国の 実施 機 関で あ る海 事局 の

コ ンサ ル タ ン トと して 契約 を 結 び、入 札

業務 支援、建造 監理の 業務 を行 い ま した。

入 札の 結果、北浜造船 鉄工 ／三 協テ ク ノ

共同企業体が落札 し、青森市合浦の北浜

造船鉄工 （株）の 工 場で 2008 年9月 19

日着工、2009 年6月 23 日進水 しました 。

　進 水 式 はジ ブ チ国 関係 者、国内建 造 関

係者 の 出席 お よ び、久 々 の青 森 県で の 造

船所 で の 進 水 式 とい う こ と で、地元 小 学

校児童 の見学の も とで、華々 し く行わ れ

ま した。

　そ の 後、艤装工 事、試運転 ・各 種 調整

を経 て、同年 8月 31 日竣 工 し、青森 か ら

横浜 港 に回航後、同年9月 17日に横 浜港

山下 埠頭 で重量物運搬船 「KAMoj に搭

載さ れ、一路 ジ ブチへ 向 け出航 しま した。

　 ジブ チ は紅海の 入 り口 に あた り、ス エ

ズ運 河を利用 す る 船舶を 狙っ た、海賊 が

出没する地域で あり、こ の時期には 海上

自衛隊か ら 日本船舶の 護衛 に護衛艦が派

遣さ れ て い ま した。

　ア デン 湾で は こ うした、海上自衛隊の

護衛艦の エ ス コ
ー

トを受け、同年 ］0月

12 日、無事に ジブチ 港 に 到着 し ま した。

3．現地における引き渡し式典

　 現 地 で の 調 整 や 乗 組 員 の 訓 練 を 経 て 、

同 年 ］0月 22 日 に、ジ ブ チ 港 で テ
ープ

カ ッ トの記 念行 事 の後、タジ ュ ラ港 まで

初 就 航の 記 念航 海 が行 わ れ、タ ジュ ラ で

盛 大 な祝 賀 式典 が 行 わ れ ま した。そ の と

ぎの模様を紹介 します。
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　 10月22 日、いつ も は 乙み の散乱す る

ジ ブチ 港 の エ ス カル フ ェ リー桟橋
・夕一

ミナルもきれい に掃き清められ、テ ン ト

の 式場が設営され、黒山の 人だか りで し

た。日本｛則の在 ジブ チ 日本大使 館、JICA

エ チ オ ピア 事務所、JIOA ジブチ 事務所、

JIOA 専門 家、そ して 海上、航空、陸上

自衛隊の 関 係者 や、ジブ チ 共相 国倶ljの ア

リミラ海 事 局長 や ア ライ タ ・ア 1丿在 日ジ

プチ大使 らの 見 守る なか、ジブチ首相、

運輸 大 臣、政府 関 係者、能 化 大使 によ る

テープ カ ッ トが フ ェ リー 「モ ハ メ ド・ブ

ル 八 ン
・カ シム 号」船首 ラ ン プ で 行 わ れ

ま した。そ の あ と、約 150名 の 参 加 者

がぞ ろぞ ろ と フ ェ リーに乗 り込 み、ジ ブ

チ港 内 を 低 速 運 転 で 通 過 した 後、一路、

タ ジ ュ ラ港 を 目指 しま した。船 内 で は、

日本大使館員が、「ジ ブ チの指導者層が、

こん な に多数、一
同に会 した こ とは こ れ

まで 見た こと がな い 」 と驚 い て い た ほ ど

で した。航 海の 途中で、ア リミ ラ海事局

長が 「これ か ら船の 模 型の 贈呈式 を行 う」

と言 うの で、持参 した 本船 の 模型 の 梱 包

を解 き飾 り付 け、テ レ ビ局 の カ メ ラの 前

で、ア リミ ラ 海 事 局長 が 音頭 を と り、造

胎所が首相、運 輸 大 臣、ア ライ タ ・ア リ

大使に贈呈 す る とい う シー
ン を 演 出 しま

した。

　タ ジ ュ ラ港が近付くにつ れて 、 大変な

人だ か り が待ち 受 け て い る こ と に、船内

で は驚きの声が上がり始めました。

か に下 ろさ れる と、待 ちか ね た大 群 衆 に

向 か っ て 手 を振 りな が ら、タ ジ ュ ラ 出身

の 首相 を 先頭 に、船内の関 係 者 がゆ っ く

り上 陸を す る と、途 端 に 大 群 衆 にも み く

ち ゃ にさ れま した。

賀式典ス テ
ージま で、途中、あち らこ ち

らで歓喜の ダンスが 披露 され テ ン トの 中

に しつ ら え たス テ
ージ を 囲 む 席に関 係者

が全員 着席 し、民 族衣装 に着飾っ た 綺麗

どこ ろ をは じめ とす る 大観 衆 が ス テ
ー

ジ

周 辺 を取 り囲 む中、「モ八 メ ド・ブル ハ ン

・カ シム」 号 の就 航 祝賀 式が午前 11時 に

始 ま りま した。

　 タ ジ ュ ラ県 知事 や Okalとよ ばれる酋 長

ら、地 元の 要 人 らの 挨 拶の あ と、ア リミ

ラ 海事局、運 輸大 臣、ア ライ タ・ア リ駐 日

ジブ チ大 使、能 化 日本大 使 と祝賀 ス ピー

チ が続 いてか ら、ア ッ プ テン ポの民族音

楽 が 流さ れる と大観 衆 が全 員 喜びを爆 発

さ せ たか の よ うに踊 り出 し、よ うや く曲

が お さ まる と、最後に、地元タ ジュ ラで

絶大な人気 を誇る 首相が演説を行い、約

1時間の 式典 が無事 に終了 しま した。

で い た フ ェ リ
ー

がい よ い よ 2009 年 12

月 10 日か ら定 常運 航 を開 始 す る こ とに

な り、同 国の 北 部地 域へ の 経 済社会 生 活

の 活性化に寄与する こと が期待 され、こ

の よ うな 国民 ・民衆
一

般 に非 常 に喜ん で

貰 え る事 業に参 画 でき る こ とは、非 常 に

や りがいがあ りま す、

　 　 　 　 　 　 　 （海外 協 力部 　小 川 　賢）
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